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2つ目が｢しがらみ｣である｡ ｢部長がわたしたちの仲人だから･ ･ ･｣ ｢今のチームは人数が少な
いので,自分が会社をやめると迷惑をかけてしまうから･ ･ ･｣など,必ずしも論理的ではないけ
ど,いろいろな人間関係から会社をやめられないといった場合が挙げられる｡

















コミットメントを生み出すための原則として, ｢目標を明らかにする｣ - ｢目標達成のための準備























































































































































































































の欲求｣ ｢社会的欲求｣ ｢自我の欲求｣ ｢自己実現の欲求｣と並んでおり,ひとつのレベルの欲求が満
たされると,より高次の欲求が現われてくるとした｡企業では,自分が認知され,自尊心が育成され
る自我の欲求(ego, esteem and self-respect motivators)や,困難なことにチャレンジしたり,新し
いことに挑戟できるようになったりする自己実現の欲求(self-actualization motivators)を満たすこと
に重点をおかなければならない｡だれでも人は,自分の存在を他者に認められたいという欲求をも
つ｡自分がだれかに必要とされている存在であることに喜びを感じる｡そのためには,自分が何か有
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益なことをやり遂げたという達成感をもつことと,その達成を認めてくれる仲間が必要になる｡こう
した観点に立った人材マネジメントを行うことが,グローバルな競争にさらされるニューエコノミー
の時代の企業にとって最重要の経営課題となる｡
i　青木昌彦(2002) ｢産業アーキテクチャのモジュール化一理論的イントロダクション｣,青木昌彦･安藤晴彦
編著『モジュール化　新しい産業アーキテクチャの本質』,東洋経済　pp.4rl0.
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